
 

 

平成２９年度 全国学力・学習状況調査（平成 29年 4月 18日実施） 

三田市の結果概要 
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三田市教育委員会 
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平成２９年度全国学力・学習状況調査の「国語、算数・数学」と 

「質問紙調査」についての、詳しい分析結果をお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年４月１８日に文部科学省が、「全国学力・学習状況調査」を行いました。 

今年で１０回目を迎えるこの調査は、文部科学省が全国の児童生徒の学力や学習状況を調べ、

義務教育の成果と課題を確かめ、改善を行うために実施するものです。 

三田市では、これまでの調査結果も活用し、分析を進めました。 

１ 本調査のとらえ方 
三田市教育委員会では、この調査の結果を受け、三田市学力向上推進委員会を開催し、

三田市の結果分析を進めてきました。三田市の平均正答率は、過去９回と同様に、小学校・

中学校共に全国・県平均を上回り“良好”でした。 

また、「教科に関する調査（国語、算数・数学）」と「生活習慣や学習環境等に関する

質問紙調査」との関連についても分析した結果、 

「携帯電話やスマートフォンの使い方について、家の人と約束したことを守っている。

（P8）」 

「家で，自分で計画を立てて勉強をしている（P9）」 

「自分の考えを発表する機会が与えられていたと思う（P10）」 

「話合いの活動で、自分とは異なる意見や少数意見のよさを生かしたり、折り合いをつけたり

して話し合い、意見をまとめている（P11）」 

「人の役に立つ人間になりたい（P11）」 

などと回答している子どもは、平均正答率が高い傾向が見られました。 

さらに、各学校においても結果を分析し、学力向上に向けた様々な取組の成果と課題

を明らかにし、今後の改善につなぎます。 

次代を担う子どもたちが、基本的な生活習慣や学習習慣を身に付け、健やかに育ち、

心豊かに生きていくためには、学校と家庭、地域の協力や連携がとても大切です。 

三田市教育委員会は、調査結果から見えてきた成果と課題を踏まえ、子どもたちの『生

きる力』を育成していくための取組を進めてまいりますので、ご理解とご協力をお願い

いたします。 

 

本市の結果をお知らせします！ 
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２ 調査の概要及び公表方法について 
（１）調査の実施日 平成２９年４月１８日（火） 

（２）調査の対象 小学校６年生（市内 20校 894名） 中学校３年生（市内 8校 893名） 

（３）調 査 内 容 

①教科に関する調査（国語、算数・数学） 

   ・主として「知識」に関する問題（Ａ）（以下（Ａ）と表記） 

 ・主として「活用」に関する問題（Ｂ）（以下（Ｂ）と表記） 

②生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査 
 

（４）公表方法について 

本結果概要では、全国や兵庫県の状況を踏まえた上で、教科と領域ごとの結果と、

本市の子どもたちの優れている点やつまずきが見られる点について明らかにすると

共に、学びのポイントについて総合的に分析した結果の一部を記載しています。 

同様に、子どもたちの学習や生活に対する意識や実態等について、「教科に関する

調査（国語、算数・数学）」と「生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査」の二つ

の結果をもとにした、「児童生徒質問紙調査の結果と教科調査とのクロス集計分析

（Ｐ８～）」を記載しています。 

    昨年度より、国・県においては、細かい桁によるわずかな差は、学力面での実質

的な違いを示すものではないと考えられるとして、各教科の平均正答率は整数値で

公表しています。 

三田市もこれに準じ、各教科及び領域の平均正答率は、小数点以下を四捨五入し

た整数値で公表します。ただし、質問紙の数値については、従来通り、小数点以下

第 1位の数値を公表します。 
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３ 子どもたちの学力の定着状況について 
国語、算数・数学全体の調査結果 

 

  

 

 

                                 平均正答率（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）各教科領域ごとの調査結果等 

全国・兵庫県の状況を踏まえ三田市の現状を分析したところ、結果は 

良好でした。 

本市の傾向 
※国語、算数・数学のＡ・Ｂ問題において、全国・兵庫県の平均正答率を上回っ

ています。 

※今年度は、下記の 3項目で全国平均を 6ポイント以上、上回っていました。 

中学校国語（Ｂ）（全国平均より＋6ポイント） 

中学校数学（Ａ）（全国平均より＋9ポイント） 

中学校数学（Ｂ）（全国平均より＋8ポイント） 
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① 小学校：国語 

                                    

※平均正答率（％） 

  

 

本市の傾向と学びのポイント 
※全領域において全国・兵庫県の平均を上回っています 

 

【よくできていること】 
・話し方の工夫やスピーチメモのよさをとらえること 

・目的や意図に応じて必要な情報を見つけて読むこと 

 

【課        題】 
①相手の発言の意図を捉えたり、確かめたりすること 

②考えを伝えるために、根拠や理由を整理して書くこと 

 

 
 

 

 

 

  

 

・話し合い活動では、めあてにそって話し合いを進め、一人一人が話し方や聞き方を

工夫する意識を持ちましょう。 

 

・「考えを表現するときに、理由や根拠を示す」「相手の考えの理由や根拠を確かめ

る」といった習慣を身につけましょう。 
 

 

 

 

 

①目的や意図に応じた話し方・聞き方を考えよう 

 

②発言の理由や根拠を明らかにして、伝える習慣を身につけよう 

 

（H29 年度全国学力・学習状況調

査 小学校国語 B３より） 学 び の ポ イ ン ト 

実施項目なし 実施項目なし 
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② 小学校：算数                                    

   

平均正答率（％） 

 

 

本市の傾向と学びのポイント 

※全領域において全国・兵庫県の平均を上回っています 

 

【よくできていること】 

・示された考えを解釈し、数を変更した場合も同じ関係が成り立つことを、図に表現

すること 

・平均を求める式を判断すること 

【課        題】 

①割合を比較するという目的に適したグラフを選ぶこと 

②身近なものに置き換えた基準量と割合を基に、比較量を判断し、その判断の理由

を記述すること 

 

 

 

 

 

 

・生活の中にある様々なグラフを読み取ってみましょう。グラフの表している目的や

内容について話し合い、数値を比べたり、つなげたりして分析してみましょう。 

・図と式と言葉をつなぎ合わせながら、判断の根拠を説明してみましょう。 

 
          １＝100％           １.14＝114％ 

                  14％長い 

                   1.14倍 (関係図の例) 
          ２０ｍｍ             □ｍｍ 

①様々な種類のグラフが表している内容を説明し合おう 
 

②具体的な数を示しながら、判断の根拠を説明しよう 
 

最小満月の直径(1円玉) 最大満月の直径（？円玉）   

学 び の ポ イ ン ト 
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③ 中学校：国語 

 

平均正答率（％） 

 

 

本市の傾向と学びのポイント 

※全領域において全国・兵庫県の平均を上回っています 

 

【よくできていること】 

・文章を読み取り要旨をとらえること 

・文脈に即して正しい語句や接続詞を選択すること 

【課       題】 

①自分の感じたこと考えたことを整理して書くこと 
②相手の反応を見ながら分かりやすく話すための工夫をすること 

 

 

 

 

 

 

・グループの討議の中で、互いに具体的な根拠を示しながら論議し、それぞれの考え

を相互理解しながら考えを深めていきましょう。 

 

・ニュースに触れたり、新聞記事や論説文を読んだりして、情報伝達の方法を学んで

いきましょう。 
 

 

 

①感じたことの理由や考えの根拠を明確に示してみよう 
 

②相手の言葉をしっかりと聞き、自分の考えとの相違点を考えよう 
 

学 び の ポ イ ン ト 

文学的な文章を

読む 

（H29 年度全国

学力・学習状況調

査 中学校国語

B１より） 

実施項目なし 

実施項目なし 

実施項目なし 
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④ 中学校：数学 

 

平均正答率（％） 

 

 

本市の傾向と学びのポイント 

※全領域において全国・兵庫県の平均を上回っています 

【よくできていること】 

・基礎的な計算や一次関数のグラフを正確に読み取ること 

・与えられた資料の中から必要な情報を見つけ、答えを求めること 

【課       題】 

①図形の公式を活用し、正確に解答すること 

②示された式の意味を筋道立てて説明すること 
 

 

 

 

 

 

 

・小学校から習ってきている図形の公式の成り立ちを再度理解することで、中学校で

の図形を扱った課題に対し、有効に活用できる公式となります。 

     （例）円の面積からおうぎ形の面積へ 

     小学校              中学校 

 

                      

    半径×半径×3.14    ⇒    πｒ２        ⇒     πｒ２ ×  

 

・式が表す意味、成り立つ理由を、式の数字・記号などが何を表しているかを考え、

それらを使って、筋道立てて説明してみましょう。 

①公式の成り立ちと使い方を理解し、活用できるようになろう 
 

②式が成り立つ理由を数学的に説明しよう 

 
 

学 び の ポ イ ン ト 
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４ 子どもたちの学習や生活に対する意識・実態について   

  ～児童生徒質問紙調査の結果と教科調査とのクロス集計分析より～ 

          

 

 

１「生活・学習習慣」と学力                         

Q.普段（月～金曜日）、１日あたりどれぐらいの時間、携帯電話やスマートフォンで、通話やメール、 

インターネットをしますか（携帯電話やスマートフォンを使ってゲームをする時間は除く）。 

 

 

 

 

Q.携帯電話やスマートフォンの使い方について、家の人と約束したことを守っていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
児童生徒質問紙調査については、全国値との比較、小中学校の値の比較から、三田市の特徴や 
課題を分析します。分析の視点は、これまでと同様に、『生活・学習習慣』『学ぶ意欲』『自尊 
感情』です。 

・スマートフォンなどを使う時間が短いほど、学力調査 

の平均正答率が上がっていく傾向にあります。 

・携帯電話やスマートフォンを使う際、家庭で決めたルー 

ルを守る子どもの平均正答率が高い傾向が見られます。 

・ルールを決めて、子どもたちが自分の意志で行動をコン 

トロールし、生活を改善していく力を育んでいくことが 

重要です。 

三田市内中学校生徒会共通 

スマホ利用におけるキャッチコピー → 

 

携帯電話のルールを決めよう！『スマホマナー』 

 

 

教
科
調
査
の
平
均
正
答
率 

質問に対する回答者の平均正答率をグラフにしたものです。右上の
グラフでは、質問で「6．30分より少ない」と回答した子どもの平均
正答率が高いことが分かります。 

 

質問紙
調査回
答番号 
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Q.家で、学校の宿題をしていますか。 

 

Q.家で、自分で計画を立てて勉強をしていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２「学ぶ意欲」と学力                            

 次期学習指導要領の中で、『主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善』が求められています。 

 

『主体的・対話的で深い学びの実現（「アクティブ・ラーニング」の視点からの改善）』について 

【主体的な学び】… 学ぶことに興味や関心を持ち、見通しを持って粘り強く学習に取り組むこと、

自らの学習をまとめ振り返り次の学習につなげることなど。 

【対話的な学び】… 子ども同士の対話、子どもと教員、子どもと地域の人、本を通して本の作者

などとの対話を図ることによって、自分の考えを広げ深めていくことなど。 

【深い学び】  … 学びの過程の中で、各教科等の特質に応じた「見方・考え方」を働かせなが

ら、知識を相互につなぎ、より深く理解したり、情報をよく吟味してそれを

もとに考えを作ったり、思いや考えをもとに新しい考えを作ったりすること

など。 

   

・三田の子どもたちが、家で学校の宿題をしている割合は、 

小学校、中学校ともに全国平均よりも高く、宿題に対する 

意識が高いほど、学力が高い傾向が見られます。 

・三田の子どもたちは、「自分で計画を立てて勉強する」割合 

が全国平均を下回りました。計画を立てて自主的に勉強す 

る児童生徒ほど、学力が高い傾向が見られます。 

・小学校５年生全員に配布している『ひとり学びへの手引き』 

を活用して、自主的に学習に取り組む習慣をつけましょう。 

自分で計画を立てこつこつと 
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・三田市では各校において「主体的・対話的で深い学び」につなぐ 

視点で授業が進められている様子が伺えます。 

・「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて授業改善を進めてい 

くことは、学力の向上につながっていきます。 

 ・授業の中で、家庭の生活の中で、自ら課題を見つけ、周りの人と 

  対話し協働しながら課題解決を図り、その過程を振り返る経験が大切です。 

  

 ここでは、「学ぶ意欲と学力」について、『主体的・対話的で深い学び』の視点から、児童生徒質問紙調査

について分析します。右側の棒グラフでは、3つの項目とも、「当てはまる・どちらかと言えば当てはまる」

と肯定的に答えている子どもの方が、平均正答率が高い傾向がうかがえます。 

 

Q. 前学年までに受けた授業では、先生から示される課題や、学級やグループの中で、自分たちで 

立てた課題に対して、自ら考え、自分から取り組んでいたと思いますか。 

Q. 前学年までに受けた授業では、自分の考えを発表する機会が与えられていたと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

Q. 前学年までに受けた授業で、学級の友達との間で話し合う活動では、話し合う内容を理解して、 

.相手の考えを最後まで聞き、自分の考えをしっかり伝えていたと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『主体的・対話的で深い学び』を！ 
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３「自尊感情」と学力                             

Q．学級会などの話合いの活動で、自分とは異なる意見や少数意見のよさを生かしたり、折り合いを 

つけたりして話し合い、意見をまとめていますか。 

Q．ものごとを最後までやり遂げ、うれしかったことがありますか。 

 

Q．人の役に立つ人間になりたいと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・他者との協力や協働を自覚している児童生徒ほど、学力調査の平均正答率が高い傾向

が見られます。 

・物事に対し粘り強く取り組み、やり遂げたことで自己肯定感が高まることは、学力

向上につながります。活用に関する問題の正答率も高い傾向が見られます。 

・人のために活動し、評価され、感謝されることで、子どもたちの自己有用感は高ま

ります。人の役に立つ人間になりたいという思いを持つことは、学力向上にもつなが

る傾向を示しています。 

・学びたい、分かりたい、育ちたいという子どもたちの願いに 

応えながら、心が安定して、安心して学べる場づくりを学校、 

保護者、地域が連携して取り組むことが大切です。 

自分が好き、人が好き、このまちが好き、夢に向かって歩むさんだっ子 

 


